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　令和3年8月31日に「平遺跡再葬墓出土土器」13点が、神川町の有形文化財に指定されました。今回

の指定で町の指定文化財は28件となりました。（国指定5件、県指定5件は含まない）

　「平遺跡再葬墓出土土器」は大字下阿久原地内の地下に眠る平遺跡の発掘調査（平成2～5年）によっ

て出てきたものです。

　平遺跡は大字下阿久原地内の神流川に面した段丘の縁辺部に位置し、 縄文時代から平安時代までの

遺構が確認されています。 児玉地域では珍しい縄文時代の終わりから弥生時代の始め頃の土器が出土

していて、 縄文から弥生に移り変わる社会を土器から知ることができます。

土器の文様に注目！

平遺跡はどんな遺跡？
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　左側の土器の文様は、漢字の「工」という字を変形させたように見えることから「変
へんけいこう

形工字
じ

文
もん

」と呼ばれ

ています。右側の文様は、横の線で区画された間を三角形が連続していることから「三
さんかくけい

角形連
れんけい

繋文
もん

」と呼

ばれています。2つの土器に施されている文様は縄文時代の終わり頃に東北地方で流行した文様です。

東北地方の影響を受けてこれらの土器が作られたことが分かります。

　上の写真の土器を拡大したものになります。表面に文様が施されているのがわかりますか？

「平遺跡再葬墓出土土器」が町の有形文化財に指定されました
　再葬墓の土器表面の文様 （4 ページ参照） は東北地方などの影響を受けて施されていることから、

弥生時代の他地方との文化の交流を知ることができる土器です。 さらには弥生時代の土器としては埼

玉県で最も古い土器の可能性があることから指定文化財となりました。

どうして指定文化財になったの？

　再葬墓とは、 遺体を白骨化させた後に、 その骨を土

器などに入れて埋納する葬法です。 再葬の風習は縄文

時代後期には既に確認され、 古墳時代までおこなわれ

ていました。 骨を壺または甕
かめ

などの土器に納める方法

は、 東日本の弥生時代前期～中期にかけておこなわれ

ていました。 埼玉県内では 14 遺跡から再葬墓が発見

されていて、その内の 2 遺跡（平遺跡・前組羽根倉遺跡）

が町内に所在しています。

再葬墓ってなんだろう？

　今回指定された 「平遺跡再葬墓出土土器」 13 点を

紹介する企画展を開催いたします。

【展示タイトル】

「再葬墓ってなんだろう？～平遺跡のお墓～」

【開催日時】

1月4日（火）～3月31日（木）　午前９時～午後５時

※土日祝日も開館しています。

【場所】

神川町多目的交流施設

企画展を開催します！

※来館の際は、マスク着用とご自宅での検温にご協力をお願

　 いします。

※展示を見学の際は、事務室にお声掛けください。

※展示解説をご希望の方は下記の番号（平日）へ連絡いただ

　 くとスムーズです。

※電話での問合せ

　 平日⇒0274-52-2586（文化財事務室）

 　土日祝日⇒0274-52-2588（多目的交流施設）
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